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今期の運営委員メンバーを紹介します！ 
 

協会の活動がさらに発展・充実したものとなるよう,今後も様々な活動を 
 

行っていきます。皆様よろしくお願いします。 
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≪お問い合わせ≫ 

   一般社団法人福岡県スクールソーシャルワーカー協会事務局  

〒８０２－８５７７ 北九州市小倉南区北方４丁目２番１号  

北九州市立大学地域創生学群・基盤教育センター 寺田千栄子研究室 

Tel 080-3356-4214   E-mail info@fassw-2012.jp 

今年度から福岡市のSSWとして採用された冨永さんに、 

SSWとして働くことのあれこれ、聞いてみました！ 

スクールソーシャルワーカーになろ

うと思ったきっかけはなんですか。 

将来は人の役に立つ仕事をしたいと漠

然に考え、社会福祉学科に入学し、スクー

ルソーシャルワーカーという職業を知り

ました。私自身が中学時代に養護教諭の

先生にお世話になり、保健室で様々な課

題を抱えた同級生と出会いました。同じ

ように苦しんでいる子どもたちの役に立

ちたいと思ったことがきっかけです。 

実際に働き始めての感想を

聞かせてください。 

多様な課題を抱え、私の想像を超え

る厳しい環境の中で生活している子ど

も達がいることに衝撃を受けました。

スクールソーシャルワーカーの支援内

容が多岐に渡ると感じました。また、

先生方の業務量の多さに驚きました。 

 

スクールソーシャルワーカーの 

魅力を教えてください。 

子どもの笑顔を間近で見ることができることで

す。様々な背景で数カ月間登校できなかった子ど

もの支援に携わり、その子が久しぶりに教室に入る

時に「ありがとう。」と笑顔で言ってくれたことが忘

れられません。子どもの笑顔を守り、そして子ども

の可能性を広げる支援をしたいと思います。 

 

これからどんなスクールソーシャル 

ワーカーを目指していきたいですか。 

子ども・保護者・学校・地域にとって必要不

可欠な存在になりたいと考えています。その

ために、たくさんの引き出しを作りたいと思

います。また、子どもに夢を与えることができ

るようなスクールソーシャルワーカーになり

たいです。 

 

のお知らせ 
 

 テーマ  「SSWの実践玉手箱」 

    日程    2021年 10月 30日（土） 

場所    久留米大学  御井キャンパス 
 

※原則、対面開催。後日オンデマンド配信あり。 

新型コロナウイルス感染症の拡大状況により実施方法の変更の場合あり。 


